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課題の 2 つの領域であるo 第 1 部では、国際教育協力の理論的な側面を国際的および国内の動向を政策論議も含めて
























【パートナーシップおよびチェンジエージェントから見た NGO と ODA の検討】
NGO の組織、活動の特徴は多様性であるが、全体的な方向性として直接援助から間接支援への変化が指摘されて
いる。つまり、直接的な救援活動から小規模な地域開発へ、さらに新しいシステム形成やオルタナティプな開発へむ










チェンジエージェントとはロジャース (Rogers Everett M 1971) がイノベーションの伝播における重要な役割を
担うものとして検討したものである。チェンジエージェントの働きの重要な概念として同質性 Homophily と異質性
Heterophily がある o 同質性と異質性はコミュニケーションの行われるこ人の人聞が属性の類似している度合いを示
す概念である。開発におけるチェンジエージェントは本質的に異質性の高い社会や人との聞のコミュニケーションを
行うために、ターゲットとの同質性の高い補完的エージェントの採用が必要となる。
開発チェンジエージェントとしての ODA と NGO は同質性/異質性の視点からは大きく異なっていた。 ODA 援
助機関は途上国との異質性が高く、 NGO は途上国との同質性が高い。しかし、近年は ODA においては補完的エー
ジェントの活用によって途上国との同質性を高めようとしている。 NGO は間接協力への傾斜によって途上国との同






































































本論文に関する審査委員会は、平成12年 5 月 25日に開催された。本人は、主査及び副査からの全体また細部にわた
る質疑やコメントに対し、的確かつ詳細に応答した。これによって当該論文が長年にわたる広範囲の現地協力と文献
調査等に基づく独自の研究活動によること、また、本人が当該の研究分野に対して先端的で重要な展望と理論構築を
聞きつつあることが重ねて明らかになった。
以上により本審査委員会は、本論文が博士(人間科学)の学位授与に十分であるものと判定した。
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